
＜ みずべ公園で、春の生きもの観察。～④その他の虫 ＞

４月 15日、16日、ひたち野うしく小４年生とのみずべ公園春の生きもの観察。今回は、花以外で

見つけた虫たちです。

ギシギシの葉を食べて、穴ぼこだらけにしていた昆 虫がいました。コガタルリハムシの幼 虫です。
は あな こんちゅう ようちゅう

ほとんど脈だけになってしまった葉もありました。近くに成 虫も見つかり、交尾しているものもいま
みゃく は せいちゅう こ う び

したね。成 虫もギシギシの葉や花を食べます。さらには、たまごを見つけてくれた子もいました。やは
せいちゅう は

り、おおぜいで探すといろいろ見えてきますね。

「でっかい、アリみたいな虫がいるよ～ッ！」と呼んでくれたので行ってみると、マルクビツチハ

ンミョウでした。はねが退化していて巨大なアリのように見えますが、カブトムシなどと同じ「甲虫
た い か きょだい

（こうちゅう）」のなかまです。おなかが丸々

とふくらんでいますが、この中に数千個の卵
たまご

があり、土の中にまとめて産みます。ふ化した
う か

幼 虫は花に登り、蜜を吸いに来たハチにとり
ようちゅう みつ

ついてその巣穴に侵 入します。そしてハチの
す あ な しんにゅう

卵を食べ、蓄えの蜜や花粉を食べて成 虫に
たまご たくわ みつ か ふ ん せいちゅう

なります。さわると死んだふりをし、脚の関節
あし かんせつ

から黄色い毒液を出すので気をつけましょう。
どくえき
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ギシギシの葉を食べるコガタルリハムシ幼 虫（左上）。成 虫と幼 虫（右上）。交尾（左下）。たまご（右下）。
は ようちゅう せいちゅう ようちゅう こうび

ファーブル昆虫記にも出てくるツチハンミョウ。
こんちゅうき



こちらは本当のアリ、クロヤマアリ

です。たった２頭で、自分たちよりはるか

に大きいクモを運んでいました。大あごで

くわえて引っぱったりしているのですが、

すごい力ですね。

「クモが見つからない。」という子が多かったですが、こ

んなところにも、クモがいました。鳥か何かに食べられた

のか、幹についたハラビロカマキリの卵のうがボロボロに
みき らん

なっていました。その写真を撮っておいたのですが、後で
しゃしん と

見ると、何やら節の多い虫がびっしり。ウスアカフサヤス
ふし

デのように見えますが、カマキリ卵のうの天敵のヒメマル
らん てんてき

カツオブシムシ幼 虫の可能性もあるか。そしてそのわきに
ようちゅう かのうせい

は、１頭のクモがいました。さて、このクモは何をしてい

るのでしょう？ えものを待ちぶせ？ 雨風を避けていた？
よ

シダレヤナギの幹では、名札のうらにダ
みき な ふ だ

ンゴムシをたくさん見つけましたね。うま

く、割れ目に入りこんでいます。そういえば、
わ

下のアスファルトの割れ目にもよくいました
わ

ね。こんな高いところまで登って、途中で落
とちゅう

ちてしまうことはないのでしょうか？

さくらの幹には、ヨコヅナサシガメがい
みき

ました。グロテスクな姿ですが、さくらの葉
すがた は

を食べる害 虫をたいじしてくれる、さくらに
がいちゅう

とってはありがたい虫なのです。針のような
はり

口先をガの幼 虫などに刺して体液を吸うので
ようちゅう さ たいえき

すが、捕まえようとすると手を刺されたりし
つか さ

て激しく痛いそうですから、くれぐれもご注
はげ いた

意を。ミツバチなども手でつかもうとすれば

刺しますが、自分に置きかえれば、その気持
さ お

ち？は分かりますよね。必死なのです。
ひ っ し

← たった２頭でクモを運ぶ、クロヤマアリ。

ボロボロになったハラビロカマキリの卵のうにびっしりのウスアカフ
らん

サヤスデ？（あとで確 認したい）と、そのわきにひそむクモ。→
かくにん

← シダレヤナギの名札のうらにいた、ダンゴムシ。
なふだ

← さくらの幹にいた、ヨコヅナサシガメ。
みき



その他、見られた昆 虫ですが、冬に昨年の４年生と観察したオオカマキリの卵のうは、まだふ化
こんちゅう

していませんでした。だいたいいつも、５月の連休のころなのですが、どうでしょう。

コガタルリハムシ幼 虫が葉を食べていたギシギシでは、ナナホシテントウがアブラムシを食べて
ようちゅう は

いました。ギシギシは、コガタルリハムシやアブラムシに栄養をとられてたいへんですね。

黒く小さいヒキガエルのおたまじゃくしでいっぱいの池には、ヒメアメンボがいました。小型のア
こ が た

メンボで、水面に落ちた虫などの体液を吸って育ちます。
たいえき

キリウジガガンボは、何のなかまか分かりますか？ はねが２枚、頭の大きさのわりに複眼が大き
ふくがん

く、触 角がごく短い。そう、ハエに近いなかまなのです。
しょっかく

クリオオアブラムシは大型のまっ黒なアブラムシで、学校でもクヌギにびっしりついていましたね。
おおがた

イヌシデの枝先についていた実のようなものは、ダニが繁 殖してできる虫こぶイヌシデメフクレ
えださき はんしょく

フシで、これがついていることで、よく似たアカシデとの見分けもできます。【理科支援員：宮内】
に

オオカマキリの卵のう（左上：ふ化はまだ）、ナナホシテントウ（右上：ギシギシのアブラムシを食べる）、
らん

ヒメアメンボ（左中：おたまじゃくしの池で）、キリウジガガンボ（右中：ハエに近いなかま）、クリオオア

ブラムシ（左下：校庭のクヌギにも）、イヌシデメフクレフシ（右下：ダニが繁 殖してできる枝 先の虫こぶ）。
はんしょく えださき


